
油圧ショベル用ウインチ
（アームウインチ「ま～たん」）

2021

こんなことが出来ます！
地引き作業や集材作業におけるウインチを
「低コスト」で導入可能。
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】【従来の問題点】

　シンプルな構造なので、導入やメンテ
ナンスも安価です。追加や予備の設備と
しても最適です。

１）開放特許情報DB番号／L２０２０００１３３６
２）特許番号／特許第６７１４４６０号
３）公開番号／特開２０１８－0１１５１４
４）出願番号／特願２０１６－１４１１０９
５）出 願 日／２０１６．７．１９
６）発明の名称／「集材用作業車および
 　　　集材用作業車の集材方法」
７）特許権者／有限会社WEST
８）代表発明者／大野　憲一
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 □有 ■無
）サンプル提供の予定 □有 ■無
）技術指導の意思 □有 ■無
）実施実績　 ■有　□試作 □実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

①アームに取付けたクランプでワイヤーをロックし、アームの力で被引張物を引っ張る。
②アームで引っ張ることでたるんだワイヤーを、電気モーターを内蔵したリール部で巻き取る。
③アームの伸縮動作とワイヤー巻取りを繰り返すことで、被引張物を手前に引き寄せる。

対象にワイヤーをかけ、アームを伸ばします。

アームで対象を引き寄せ、たるんだワイヤーを巻き取ります。

長尺物を現場から客先に輸送・輸出
できるコンテナ　（長尺物専用コンテナ）

2020

こんなことが出来ます！

国内の現場から長尺物を積み込み、積み替えなしで船積みし、
外国の客先に直接届けられます。

37

【解決したポイント】 【従来の問題点】

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

　コンテナの柱部に対して天板を着脱自在とした
ので、コンテナの上方から積み込みでき、天板を
再装着し積重ねることができる。また、国際規格に
準拠なので、公道の輸送もでき、港で積み替える
ことなくそのままコンテナ船に船積みでき、輸出
もできる。

　長尺物（鋼材、木材）を輸送するには、通常コン
テナへの積み込みは困難であった。また、特殊コ
ンテナでは積み重ねができない。よって、小ロット
対応は困難で、チャーター船を手配する必要が
あった。このため輸送コストが増大していた。

　原木を山から港湾に運んで積み替え
なしで輸出できます。鋼材も同様です。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０２０００１３３７
２）特許番号／特許第５９６５０２９号
　  特許取得済：米国、中国、韓国
３）公開番号／
４）出願番号／特願２０１５－１１９９０３
５）出 願 日／２０１５．６．１５
６）発明の名称／「コンテナ」
７）特許権者／日中東北物産有限会社
８）代表発明者／近藤　賢市
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 □有 ■無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 ■有　□試作 □実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　底面板と柱部と天板から成り、柱部に対して天板を着脱自在としている。そのため、コンテナの上方から積
み込みが可能となる。また、側面板はないので、原木輸出入の際に燻蒸による殺菌処理が直接可能なので積
み替えの必要がなくなる。
　また、コンテナのサイズは国際規格で設計されているので、国内外の公道を輸送することができ、また複
数のコンテナを積み重ねた状態で在来コンテナ船に船積みすることができる。さらに、コンテナは４０フィー
トサイズなので、２０トン単位の小ロット対応が可能となる。

上方から
積み込み

外国へ
船積み

　既存ウインチは油圧モーターを内蔵しているた
め、油圧配管の取り付け費用が高額で、故障時の
修理も複雑で高価になる。引張力も油圧モーター
のみの力に依存するため、不足する時がある。

　ワイヤーの巻取りには電気モーターを使
用することで取り付け費用を安価にし、ア
ームの力で直線的に引っ張ることで引張力
を確保した。
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多機能シート押え具
（マルチシートを固定する押え具と苗の添え木が一つに）

2022

こんなことが出来ます！

マルチシート掛けが一人でできます。
さらに、シート押え具が苗の添え木となり、添え棒の支えとなります。
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【解決したポイント】
　「シート押え具」は、円弧状の押え部と苗の
添え木となる支柱部を備え、さらに添え棒支
持部を付加したことで、マルチシート固定～
苗穴周囲の押え～苗の添え木固定～添え棒
の設置までの一連の作業が軽減できる。

【従来の問題点】
●畝のマルチシート掛けは風などでシートが飛ば
され一人作業が困難であった。
●マルチシートの固定、苗の添え木はそれぞれ単
機能の製品を使用していた。
●作物の成長に必要な添え棒の設置は互いの結
束による固定が必要であった。

　マルチシート固定、添え木固定、添え棒固定の
３ステップ作業が、一本の「シート押え」で楽にで
きます。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０２１００１８８３
２）特許番号／特許第６９８３４１３号
３）公開番号／特開２０２０－0５８３１３
４）出願番号／特願２０１８－１９３２７６
５）出 願 日／２０１８．１０．１２
６）発明の名称／「添え木兼用シート押え具」
７）特許権者／吉村　富士夫
８）代表発明者／吉村　富士夫
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 ■譲渡
）共同開発・研究の意思 □有 ■無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 ■有　□試作 □実験 □無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

ステップ 1：マルチシートが風で飛ばないように一方に「シート押え具」を差し込んで仮固定し、他方を
引っ張りながら敷くことで、一人でマルチシート掛けができる。

ステップ 2：マルチシート固定後に、苗を植える位置に「シート押え具」を差し込む。そのとき「シート押
え具」の押え部により中心に円弧上の窪みが付き、水やりが容易になる。また、苗が倒れない

。るきでが定固木え添、い使を部柱支の」具え押トーシ「、にうよ
ステップ 3 。む込し差に畝てせさ差交を棒え添に部持支棒え添の」具え押トーシ「、とるす長成が苗：

ステップ1

ステップ3

ステップ2

収穫

添え棒

添え棒支持部

支柱部

押え部
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